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屋根の通気が止まらないように、通気ルートを考慮して通気垂木の配置をし
ます。通気層の厚さは、30 ｍｍ以上確保します。棟の部分は、垂木を突付け
とせず、横方向にも通気するように工夫します。

　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.6.7 屋根の通気垂木　　　　
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屋根の通気垂木につい
ての施工の注意点は、
外張断熱工法、充填断
熱工法ともに共通です。

６．２． 屋根の通気垂木
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（１）桁上断熱の施工
桁と梁の天端を揃え、桁及び梁の上部に構造用合板等を施工し、その上に断

熱材を施工する方法です。複雑な屋根形状にも対応できると共に、天井裏の配
線等の作業も容易に行うことができます。気密化の方法は、１階床の場合と同
様、構造用合板等を下地のある部分で継ぐか実加工のものを使用し、それ以外
の場合は気密テープを貼ります。また、小屋裏部分の防露、排熱のため小屋裏
換気口を設けます。

　　　　　　　　　　　　　図 5.6.8 桁上断熱

（２）外壁と桁上の取合い部
外壁との取合い部は、図 5.6.9 のようにします。

　　　　　　　　　　　　図 5.6.9 外壁と桁上の取合い部

繊維系断熱材を使用す
る場合は、防湿フィル
ムが必要です。
２層張りの場合は、直
交させて敷き込みます。

６．３．桁上断熱

ボード状プラスチック系断熱材

構造用合板等

桁

ボード状
プラスチック系断熱材

構造用合板等

桁

繊維系断熱材

防湿フィルム

せっこうボード

ボード状
プラスチック系断熱材

構造用合板等

発泡プラスチック系断熱材（ボード状）

発泡プラスチック系断熱材（ボード状）

発泡プラスチック系断熱材（ボード状）
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屋根面で断熱する施工です。垂木の間に断熱材を充填し、防湿フィルムを垂
木の見付け面で 30mm 以上重ねて留め付け、乾燥木材やせっこうボード等で
押さえます。

　　　　　　　　　　　　　　　写真 5.6.1 屋根の充填断熱

野地板の内側に通気層をとる場合は、充填した断熱材が膨らんで通気層を塞
がないように、垂木間に先に通気層確保部材を室内側から施工した後、断熱材
を下から施工します。上側の断熱材の防湿フィルムは、剥がすか穴を開けて湿
気が通るようにします。

　　　　　　　　　　　　　　図 5.6.10 勾配天井の充填断熱

　　　　　　　　　　　　　写真 5.6.2 屋根の通気層確保部材（板状）

６．４． 充填断熱工法による屋根断熱

防湿フィルム

ころび止めで通気層を塞がないこと
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（１）下屋が天井断熱の場合の手順
①　１階の外壁の断熱を先行し、断熱材を桁まで張上げてせっこうボード等で

押さえます。その後、下がり壁と野縁を造作します。

　　写真 5.7.1 下屋部分の断熱施工前　　　　　　図 5.7.1 下屋と外壁の取合い部
　

②　野縁の上に断熱材を隙間なく敷き込み天井の断熱材を施工します。下がり
壁部分にも断熱材を充填し、防湿フィルムをせっこうボード等で押さえて断
熱層、防湿層が連続するように注意して施工します。

　　　　　写真 5.7.2 下屋の天井断熱　　　　　　　写真 5.7.3 下がり壁の断熱

③　天井のせっこうボード等を張ります。

　　　　写真 5.7.4 断熱材の施工が完了　　　　　　　　　図 5.7.2 下屋の納まり

写真では、解りやすく
するために、壁のせっ
こうボード等を張って
いません。

外壁の断熱施工を先行
させます。

７． 下屋の断熱

７．１．外壁が充填断熱工法の下屋の断熱

せっこうボード
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（１）下屋が屋根断熱の例
１階外壁と下屋の屋根との取合い部、下屋の屋根と２階外壁との取合い部に、

気密テープを貼って、気密層を連続させます。下屋の屋根の通気層や２階の外
壁の通気層の確保、及びその際の防水などに注意して納まりを検討してくださ
い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.7.3 下屋の屋根断熱

（２）下屋が桁上断熱の例
下屋の桁上の合板と２階外壁の構造用合板等によって、気密層を連続させま

す。この場合、合板の継ぎ目には下地材が必要です。下屋の垂木が取り付く２
階の外壁部分は、断熱欠損となりますので、断熱補強をします。

下屋の小屋裏の換気は、軒先・ケラバの換気口や妻壁がある場合は妻換気口
により行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.7.4 下屋の桁上断熱

７．２．外壁が外張断熱工法の下屋の断熱

発泡プラスチック系断熱材（ボード状）

構造用合板等

発泡プラスチック系断熱材（ボード状）
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（３）下屋が天井断熱の例
下屋の外壁に気流止め（乾燥木材）を施工し、天井の断熱材を壁体内まで連

続して充填します。下がり壁部分にも防湿フィルムを施工しせっこうボード等
で押さえて、断熱層、防湿層が連続するよう注意して施工します。

※防耐火構造とする場合、使用される発泡プラスチック系断熱材（ボード状）
の種類によっては室内側に施工されるせっこうボードを桁上まで施工しなけれ
ばならない場合があります。詳細は使用される発泡プラスチック系断熱材メー
カーへお問い合わせください。

下屋の小屋裏の換気は、軒先・ケラバの換気口や妻壁がある場合は妻換気口
により行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.7.5 下屋の天井断熱

せっこうボード

発泡プラスチック系断熱材（ボード状）
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（１）１階床
●吹込み前

・雨仕舞を完了させる。
・床下点検口まわりの吹きこぼれ防止の下地を施工する。
・必要な吹込み下地を施工する。

●吹込み後
・防湿層を設置する。

●その他
・玄関まわりやユニットバスまわりの基礎断熱など、吹込み工法で施工でき

ない箇所については、省エネ基準に準じた断熱施工を行う。

（２）外壁
●吹込み前

・雨仕舞を完了させる。
・吹込み圧力により外部の通気層をつぶさないための処置を行う。
・配線や配管などは先行して行う。
・入隅や真壁などの下地を先行して施工する。

●吹込み後
・防湿層を設置する。
・天井下地（野縁）を施工する。

●その他
・ユニットバスは吹込み施工完了後に設置する。

（３）屋根
●吹込み前

・屋根と妻壁との取合い部など、専用シート張りに必要な下地を施工する。
・ころび止めなどの気流止めを施工する。
・経年ズレ防止の桟木など、必要な吹込み下地を施工する。

●吹込み後
・天井下地（野縁）を施工する。
・防湿層を設置する。

●その他
・吹抜け上部などの足場を設置する。

８． その他の断熱工法の注意点

８．１．吹込み断熱工法の注意点
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（４）天井
●吹込み前

・天井と間仕切り壁の取合い部などの気流止めを施工する。
・天井点検口まわりに吹きこぼれ防止の下地を施工する。
・バスユニット上部や和室天井などは、吹込み施工ができるように下地を施

工、あるいは成形断熱材を施工する。
・ダウンライトは SB 形を使用する。
・防湿層を設置する。
・断熱材が軒先の換気口を塞がないように処理する。
・必ず沈下分を見込んで吹込む。吹き増し率は素材やメーカーによって異な

るので、断熱材メーカーへ問い合わせる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.8.1 天井の吹込み断熱工法

（５）その他
・下屋天井と２階外壁の取合い部で、吹込み施工が困難な場合は、予め断熱

防湿施工を行う。
・ 特別評価方法認定により防湿層や通気層等を省略する場合は、対象地域、

仕様、断面構成等を確認する。
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（１）各部位共通点
・雨仕舞を完了させる。
・施工躯体面の濡れや汚れを除去する。
・施工躯体面の隙間を補修する。
・屋根、サッシ、ガラス、防水工事を完了させる。
・仕上げ材、化粧材を明確にし、養生を完了させる。
・吹付け躯体まわりの吹付け作業スペースを確保する（１m 以内に荷物を

おかない）。
・吹付け業者用トラックの駐車スペースを確保する。
・吹付け上部などの足場を設置する。
・バスユニット、フローリングは吹付け施工完了後に施工する。
・吹付け施工日は他の作業者の屋内作業は不可とする。
・吹付け硬質ウレタンフォーム A 種３を使用する場合は、原則的に防湿層

の設置が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.8.2 外壁の吹付け断熱工法

（２）１階床
●吹付け前

・基礎内に溜まった水を除去する。
・吹付け下地を施工する。

●その他
・玄関まわりやバスユニットまわりの基礎断熱など、吹付け工法で施工で

きない箇所については、省エネ基準に準じた断熱施工を行う。

（３）外壁
●吹付け前

・吹付けにより外部の通気層をつぶさないための処置をする。
・配管、コンセントボックスなどは先行して設置する。
・配線を先行して施工する場合には、間柱に固定したり、CD 管を設置す

るなどの措置をする。
・入隅や真壁などの下地を先行して施工する。
・根太工法の場合、壁と床の隙間の気流止めを施工する。

８．２．吹付け断熱工法の注意点
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（４）屋根
●吹付け前

・ころび止めなどの気流止めを施工する。
・天井吊り木を先に施工しておく。
・通気層を設ける場合、吹付け下地を施工する。

●吹付け後
・天井下地（野縁）を施工する。

（５）その他
・硬質ウレタンフォーム A 種３に該当する断熱材を使用する場合は、防湿層

が必要である。
・特別評価方法認定により防湿層や通気層等を省略する場合は、対象地域、

仕様、断面構成等を確認する。
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９． 配管配線まわり

９．１．配管配線まわりの注意事項

（１）充填断熱工法
充填断熱工法における電気、ガス、給排水の配線配

管、天井や床の点検口、及び換気ダクト等は、図 5.9.1
のようにそれぞれの部位で断熱層や気密層を貫通しま
す。貫通部での断熱・気密の連続を確保するように処
理を行います。

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

（２）外張断熱工法
外張断熱工法においては、外壁のコンセントやス

イッチ、天井や床の点検口等は図 5.9.2 のように熱的
境界の内部に位置しているので、処理は必要ありませ
ん。

　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）埋込み型照明器具
断熱する天井に設ける照明器具は、断熱層や防湿層の欠損を防ぐためにシーリング（直付け）式照

明器具を使用することが望まれます。やむを得ず埋込み型の照明器具を使用する場合は、施工方法、
断熱材の熱抵抗値にあった器具を取り付けてください。詳細はメーカーにお問合せください。

　・SB 形  ：敷込み工法、吹込み工法に対応（共に熱抵抗Ｒ＝ 6.6［㎡・K/W］以下）
　・SGI 形：敷込み工法（熱抵抗Ｒ＝ 6.6［㎡・K/W］以下）に対応
　・SG 形  ：敷込み工法（熱抵抗Ｒ＝ 4.6［㎡・K/W］以下）に対応
　・M 形　：断熱施工の天井には不可

図 5.9.1 充填断熱工法の
　　　　配線配管等による断熱気密層貫通の例

図 5.9.2 外張断熱工法（基礎内断熱）の
　　　　配線配管等による断熱気密層貫通の例
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９．２．より断熱気密性を高めるための配慮事項
配管や配線は連続している断熱層や気密層を貫通します。より断熱性、気密性を高めるために以下

のことに配慮しましょう。

（１）充填断熱工法の給排水、ガス管まわり
断熱材の配管の立上り部に穴を開け、断熱材を床に施工します。配管のまわりに隙間がある場合は

断熱材を詰めます。その後合板を施工します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.9.3 充填断熱工法の床の断熱補強

気密層となる合板を敷設した後、配管と床合板の継ぎ目に気密テープを施工します。複雑な施工箇
所にも張れるヒダ状の伸縮テープ等を使うと容易に施工することができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.9.4 床の配管まわりの気密　　　　　　　図 5.9.5 気密テープ（伸縮タイプ）

（２）基礎断熱の給排水、ガス管まわり
基礎断熱の場合は、配管用にあらかじめ埋め込んだスリーブ管と断熱材の間に隙間ができます。ま

たスリーブ管と配管の間にも隙間ができますので、これらの「配管ースリーブ管ー断熱材」の隙間を
現場発泡断熱材により断熱補強をします。また、スリーブ管と配管の隙間は、シロアリの侵入経路と
なるため防蟻性のある材料等を充填して隙間を埋めます。

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.9.6 基礎断熱の設備貫通部処理　　　　　　　　　　　　　　　　

気密テープ

断熱材の端材や
現場発泡断熱材等を
隙間に詰める

穴をあける
合板
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（３）コンセントボックスまわり
１）電気配線が先行する場合

コンセントボックスやスイッチボックスをやむを得ず外壁に配置する場合は、次のように施工しま
す。その際、気密コンセントボックスカバーを使用すると、防湿性、気密性が損なわれにくくなります。

①　気密コンセントボックスカバーを取付けてから、コンセントボックスを取付けます。

　　　　　　　　　　　　図 5.9.7 コンセントボックスの取付け　　　　図 5.9.8 気密コンセントボックスカバー

②　断熱材に付いている防湿フィルムを一部はがしながら断熱材を充填します。この時、コンセント
ボックスカバーのまわりや壁と配線の取合い部などに隙間ができないように丁寧に施工します。隙
間がある場合は断熱材の端材を詰めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.9.9 断熱材の充填

③　防湿フィルムを戻し、気密コンセントボックスカバーと重なる部分の防湿フィルムを切り取り、
気密コンセントボックスカバーの周囲と防湿フィルムを気密テープで貼り合わせます。配線が防湿
フィルムを貫通する部分にも、隙間ができないように気密テープを貼ります。

　

　　　　　　　図 5.9.10 気密テープ　　　　　　図 5.9.11 気密テープの施工

気密テープ

気密コンセントボックスカバー

コンセントボックス



134134

２）断熱材の施工が先行する場合
①　断熱材を充填した後、気密コンセントボックスカバーの大きさに合わせて、断熱材に切り込みを

入れ、その部分の防湿フィルムをはがします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.9.12 断熱材の切り込み

②　断熱材を押し込みながら、気密コンセントボックスカバーを取付けます。その後、コンセントボッ
クスを取付けます。

　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.9.13 コンセントボックスの取付け

③　気密コンセントボックスカバーの周囲と防湿フィルムを気密テープで貼り合わせます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5.9.15 気密テープの施工

　　　　図 5.9.14 コンセントボックスまわりの納まり

断熱材に切り込みを入れ、防
湿フィルムをはがします

気密テープ

気密コンセントボックスカバー

コンセントボックス
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（４）分電盤とコンセントボックスの位置
分電盤には、多くの配線が集中しますので、外壁ではなく内部の壁に設置することが望まれます。

また電気配管スペースを設けると、断熱・気密施工が容易でより確実です。やむを得ず外壁に設ける
場合は、一旦断熱・気密施工を行った後に、外壁をふかし電気配管スペースを設けて分電盤を設置す
るのもよいでしょう。

　　　　　　　　　　　　 　図 5.9.16 電気配管スペースを設けた例
　　　

また、コンセントボックスやスイッチボックスも外壁に配置すると、断熱材が均一に施工されなかっ
たり、防湿フィルムを破ってしまうことになるため、できるだけ外壁ではなく、内部の間仕切り壁に
配置することを推奨します。
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memo



137137

第６章

枠組壁工法の施工
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枠組壁工法においても、「断熱性能、防露性能、気密性能」に関する基本事項は、
木造軸組構法と同じです。

枠組壁工法の場合は、各部位（床枠組・床面、壁枠組・壁面、小屋組（天井
又は屋根）・屋根面等）が単位ごとに枠組材と構造用合板等で組み立てられる
ことにより、それぞれが独立した面構成になっています。断熱材はその枠組材
との間に充填されますので、木造軸組構法に比べ、断熱・防湿施工の注意点が
少ないといえます。

特に、在来軸組構法では気流止めの措置が重要でしたが、枠組壁工法は壁体
内気流が発生しない構造になっているため気流止めは不要です。

また、気密性も確保しやすい仕様（乾燥した枠組材と構造用合板等）と納ま
りになっていますが、さらに効率的に断熱・気密化を図るために、下図の取合
い部に注意が必要です。

断熱・気密化を図る上での注意すべき箇所
Ａ　　：床
Ｂ　　：最下階の床と外壁の取合い部
Ｃ　　：その他の階の床と外壁の取合い部
Ｄ－１：最上階の天井と外壁の取合い部
Ｄ－２：小屋裏換気経路の確保
Ｅ　　：屋根直下の天井と内部壁枠組の取合い部
Ｆ　　：下屋部分の床、天井、外壁の取合い部

　　　　　　　　　　　　　　

１． 枠組壁工法の施工

１．１．基本事項

　図 6.1.1 断熱・気密化を図る上での注意すべき箇所

このテキストに記載の
ほか、より気密性を高
めるための気密補助材

（気密テープ等）の施
工方法等については、
建材メーカーの施工要
領に従ってください。
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（１）床
壁、天井（屋根）の建込みの前に床枠組に断熱施工する場合は、降雨による

断熱材の水濡れに注意が必要です。できるだけ雨天時の施工を避けるとともに、
施工後の適切な養生をしてください。

１）床と外壁の取合い部（例）

　　　　　　　　　　　　

２）外気に接する床と外壁の取合い部（例）

１．２．各部位の注意事項

図 6.1.3 外気に接する床と外壁の取合い部

図 6.1.2 床と外壁の取合い部

保留
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（２）外壁
１）隅角部（例）

一般断熱材の幅は 420 ～ 430 ㎜となっていますが、入隅出隅部、Ｔ字交差部では、
たて枠間隔が狭くなるため断熱材の幅詰めが必要です。

２）外壁と内壁枠組の取合い部（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３）その他の階の床と外壁の取合い部（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 6.1.5 外壁と内壁枠組の取合い部

図 6.1.6 その他の階の床と外壁の取合い部

内壁のたて枠に外壁の
防湿フィルムを留め付ける

防湿フィルムを天井に添って折り曲げ、
床根太等に留め付ける

防湿フィルムは、隅角部で 30 ｍｍ
以上重ね合わせ留め付ける

図 6.1.4 隅角部
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（３）天井・屋根
１）最上階の天井と内壁の取合い部（例）

２）外壁と最上階の天井の取合い部（例）
天井断熱材の厚みなどによって軒裏から小屋裏への通気スペースをふさがな

いよう、断熱材の押し込み過ぎや、壁際の天井下地材などによる通気の遮断に
注意してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 6.1.7 最上階の天井と内壁の取合い部

図 6.1.8 外壁と最上階の天井の取合い部　

外壁の防湿フィルムを頭つなぎに留め付け、
30 ｍｍ以上重ね合わせ留め付ける

内壁の頭つなぎに天井の防湿フィルムを
30 ｍｍ以上留め付ける
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（４）下屋
１）下屋部分の床、天井、外壁の取合い部（例）

図 6.1.10 下屋部分の床、天井、外壁の取合い部

３）外壁と屋根の取合い部（例）
断熱層の外気側に通気層を確保すること。繊維系断熱材その他これに類する

断熱材を用いる場合は、通気層確保部材を用いるか、断熱材の通気層側に透湿
防水シートを設けてください。

図 6.1.9 外壁と屋根の取合い部
（通気層確保部材を設置した例）　

外壁の防湿フィルムを頭つなぎに留め付け、
30 ｍｍ以上重ね合わせ留め付ける
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第７章

断熱施工チェックリスト

本テキストに掲載しているチェックリストは、充填断熱工法と外張断熱工法です。

充填断熱に外張断熱を併用した付加断熱工法などの場合は、該当する断熱施工チェックリスト
の該当する箇所をご活用ください。
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１． 断熱施工チェックリスト

１．１．断熱施工チェックリスト ( 充填断熱工法 ) 木造軸組構法・枠組壁工法共

（◎）は、木造軸組構法のみに該当する項目です。

1）一般事項
□ 床下地盤面の防湿措置を行ったか ?
□ 断熱材は隙間なく施工したか？
□ 外壁、窓枠まわり、軒下、棟等で通気層出入口が確保されているか？
□ 各部位で必要な性能（熱伝導率・厚さ又は熱抵抗）の断熱材を施工したか？
□ 断熱層（断熱材）が各取合い部で連続しているか？
□ 防湿層を施工したか？（透湿性の高い断熱材※ 1 の場合）

※ 1：透湿性の高い断熱材：グラスウール、ロックウール、セルローズファイバー等の繊維系断熱材及び発泡プラスチッ
ク系断熱材のうち吹付け硬質ウレタンフォーム A 種 3 等、その他これに類する透湿抵抗の小さい断熱材

□ 吹付け硬質ウレタンフォーム A 種３に該当する断熱材を使用する場合は、防湿層を施工したか？
□ 特別評価方法認定により防湿層や通気層等を省略する場合は、対象地域、仕様、断面構成等を確認したか？

２）浴室・玄関まわり
□ 壁の断熱施工を行い、防湿フィルムを横架材まで張り上げ、せっこうボード等（乾燥木材、部分的

には気密テープも可）で押さえたか？
□ 玄関基礎壁や浴室基礎壁の断熱施工を行ったか ?（浴室基礎壁はバスユニットまわりを基礎断熱と

する場合 )
□ 基礎断熱材は基礎天端まで施工したか？
□ 基礎断熱が内断熱の場合、基礎天端と土台の取合い部に熱橋及び結露防止のための現場発泡断熱材

を施工したか？
□ 下屋の場合、天井又は屋根の断熱施工をしたか？
□ 玄関部や浴室部の土台と基礎の隙間を気密パッキン材等で塞いだか ?（浴室部はバスユニットまわ

りを基礎断熱とする場合）
□ 隣室床下との境界基礎に設けた開口に断熱構造の蓋を施工したか ?

３）一般床
●根太間断熱の場合
□ 「押入れ」「クローゼットの床」「床の間」「階段下」にも断熱施工をしたか ?
□ 断熱材と床合板の間に隙間ができていないか？
□ 合板等又は防湿フィルムにより気密化は取れているか？
□ 床と外壁の取合い部では、断熱と気流止めの施工をしたか ?（◎）
□ 間仕切り壁下部に断熱と気流止めを施工したか ?（◎）
● 大引間断熱の場合（◎）
□ 専用金具等で受材を施工したか？
□ 断熱材はたわんだり、垂れていないか？
□ 合板等又は防湿フィルムにより気密化は取れているか？
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４）外気に接する床
□ 断熱材受け材の施工をしたか？
□ 断熱材の施工をしたか？
□ 床と外壁の取合い部では、気流止めの施工をしたか？（◎）
□ 合板等又は防湿フィルムにより気密化は取れているか？
□ 軒天換気は確保したか？

５）外壁
□ 外壁通気層の厚さは 15 ㎜以上とし、通気層の入口から出口まで滞りなく通気出来るように空間を

確保しているか？
□ 野縁を組む前に胴差・桁まで断熱材を施工して、防湿フィルムをせっこうボード等や乾燥木材で押

さえているか？
□ 防湿フィルムは柱・間柱の見付け面に、また防湿フィルム同士は 30 ㎜以上重ねて留め付けている

か？
□ 防湿フィルムは乾燥木材の下地材や床下地材に隙間なく留め付けているか？
□ 断熱材を筋かいの裏側にもぐりこませるように充填し、筋かいに沿って切り込みを入れ同面まで盛

り上げているか？（筋かいが室内側にある場合）（◎）
□ 筋かい部の防湿層は連続するように施工されているか？（◎）
□ 開口部まわりは四辺とも外壁の防湿フィルムとともに構造材に留め付けているか？
□ 真壁ではボード受け材に防湿フィルムを留め付けているか？

６）下屋（天井断熱の場合）
□ 外壁との取合い部では、胴差・桁まで外壁の断熱材を施工して、防湿フィルムをせっこうボード等

や乾燥木材で押さえているか？
□ 野縁の上に断熱施工をしているか？（◎）
□ 下がり壁の断熱、防湿施工を行ったうえでせっこうボード等や乾燥木材で押さえているか？
□ 小屋裏換気が確保されているか？（断熱材等で垂木間等の換気経路が塞がれていない等）
□ 埋め込み照明器具まわりの断熱材は、器具種類に応じて適切に施工されているか？

７）天井
□ 外壁との取合い部では、胴差・桁まで外壁の断熱材を施工して、防湿フィルムをせっこうボード等

や乾燥木材で押さえているか？
□ 野縁の上に断熱施工しているか？（◎）
□ 押入れ、クローゼットの上部に断熱施工をしたか？
□ 間仕切り壁上部（最上階）は断熱し、気流止めを施工したか？（◎）
□ 小屋裏換気が確保されているか？（断熱材等で垂木間等の換気経路が塞がれていない等）
□ 埋込み照明器具まわりの断熱材は、器具種類に応じて適切に施工されているか？

８）屋根
▢ 桁上断熱の場合は、桁と梁の天端レベルを揃えて断熱材が水平となるようにしたか？
□ 屋根通気層の厚さは 30 ㎜以上とし、通気層の入口から出口まで滞りなく通気出来るように空間を

確保しているか？
□ 垂木の間に断熱材を施工し、垂木の見付け面（下面）に防湿フィルムを留め付け、せっこうボード

等で押さえているか？
□ 軒裏に換気口を設けたか？
●断熱性能、気密性能を確保するためには、断熱、防湿、気密の処理が大切です。各部位や部位と部位の取合い部、断

熱層を貫通する配管や部材等において、断熱、防湿、気密欠損がおきていないか確認してください。特に寒冷な地
域で建築する場合は注意が必要です。
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１．２．断熱施工チェックリスト（外張断熱工法 )

１）一般事項
□ 床下地盤面の防湿措置を行ったか ?
□ 断熱材は隙間なく施工したか？
□ 外壁、窓枠まわり、軒下、棟等で通気層出入口が確保されているか？
□ 各部位で必要な性能（熱伝導率・厚さ又は熱抵抗）の断熱材を施工したか？
□ ボード状断熱材で隙間が生じた場合は現場発泡断熱材等で適切に補修したか？
□ 防湿層を施工したか？（透湿性の高い断熱材※ 1 の場合）

※ 1：透湿性の高い断熱材：グラスウール、ロックウール、セルローズファイバー等の繊維系断熱材及び発泡プラスチッ
ク系断熱材のうち吹付け硬質ウレタンフォーム A 種 3 等、その他これに類する透湿抵抗の小さい断熱材

□ 吹付け硬質ウレタンフォーム A 種３に該当する断熱材を使用する場合は、防湿層を施工したか？
□ 特別評価方法認定により防湿層や通気層等を省略する場合は、対象地域、仕様、断面構成等を確認

したか？

２）基礎
□ 基礎断熱材は基礎天端まで施工したか ?
□ 玄関部の断熱施工を行ったか ?
□ 基礎／土台間に気密パッキン材等を施工して隙間を塞いだか ?
□ 基礎断熱材と土台、又は外壁断熱材との断熱連続性が確保されているか ?
□ 床下に溜まった雨水を除去したか ? ( 床材施工前まで )

３）屋根・下屋
●屋根断熱の場合
□ 屋根断熱材と壁断熱材が隙間なく施工されているか ?
□ 壁と屋根の取合いは先張りフィルムや現場発泡ウレタン等で隙間を塞ぐ措置をしたか ?
□ 棟部の断熱材突付け部や屋根と外壁の断熱材取合い部は隙間が生じないよう施工したか ?
□ 屋根通気層の厚さは 30 ㎜以上とし、通気層の入口から出口まで滞りなく通気出来るように空間を

確保しているか？
□ 軒裏に換気口を設けたか ?
□ 下屋部分の屋根通気が抜けるようになっているか ?
□ 下屋が取り付く上階外壁の通気の入口が確保されているか ?
●桁上断熱の場合
▢ 桁上断熱の場合は、桁と梁の天端レベルを揃えて断熱材が水平となるようにしたか？
□ 桁上断熱材と壁断熱材が隙間なく施工されているか ?
□ 断熱材等を受ける構造用合板等面材の下地材を設置したか ?
□ 小屋裏換気が確保されているか ( 断熱材等でたる木間等の隙間経路が塞がれていない等 )
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４）外壁
□ 外壁通気層の厚さは 15 ㎜以上とし、通気層の入口から出口まで滞りなく通気出来るように空間を

確保しているか？
□ 入隅に断熱材等及び通気胴縁の受け材を施工したか ?
□ 外壁部に取り付ける羽子板ボルト等は座掘りして施工したか ?
□ 開口部まわりに、断熱材と同厚の受け材（調整ふかし材）を施工したか？
□ 壁断熱材を屋根の断熱材のところまで施工したか ?
□ 通気胴縁は外張断熱専用ビスで固定する等、断熱材メーカー仕様に従っているか ?　

５）外気に接する床
□ 通気胴縁及び断熱材や合板等下地材の受け材を設置したか ?

６）充填断熱工法と組合わせた場合
□ 床や天井が充填断熱工法の場合、気流止めを設置したか？

●断熱性能、気密性能を確保するためには、断熱、防湿、気密の処理が大切です。各部位や部位と部位の取合い部、断
熱層を貫通する配管や部材等において、断熱、防湿、気密欠損がおきていないか確認してください。特に寒冷な地域
で建築する場合は注意が必要です。
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第８章

断熱リフォーム
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１． 断熱リフォームのポイント

住宅の断熱リフォームは、事前に住まい手の要望、予算はもちろん、生活スタイルや今までの暮ら
しの中での不満や不都合なことなども聞きながら、さらに現状の建物の状況を調査したうえで、適切
な断熱施工をします。単に断熱材を付加しただけの不適切な工事をした場合は、内部結露やそれに伴
う構造躯体の腐朽劣化の危険性がありますので、十分注意が必要です。

１．１．躯体の断熱リフォーム

（１）基本的な考え方
１）断面構成

断熱リフォームの場合も新築同様、断面構成が適切であることが最も重要です。基本的な考え方は、
　・断熱材の室内側は、水蒸気を通しにくくする。
　・断熱材の外気側は、水蒸気を通しやすくする。

具体的には、以下のように施工します。
　・断熱材の室内側には［防湿フィルム］を隙間なく施工すること。
　・断熱材の外気側は、［通気層］を設け、通気層と断熱材の間には［防風層］として透湿防水シー

トなどを設置すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　図 8.1.1 壁体内の水蒸気の流れ
　

２）気流止めの設置
躯体の断熱改修工事と同時に、外壁及び間仕切

り壁の上下に気流止めを設置することを忘れずに
行うことが大事です。壁の中を床下から小屋裏へ
の気流（断熱材内部も通過）は、断熱性能低下だ
けでなく、内部結露や気密性能の低下にもつなが
りますので、床、天井、壁の断熱改修工事を実施
しない場合でも是非実施したい工事です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 8.1.2 気流止めを施工しない場合に起こる冷気の流れ

水蒸気透過
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表 8.1.1 基礎・床断熱リフォームの概要と留意事項
基礎断熱 床断熱

工
法

・内張断熱工法
・外張断熱工法

・充填断熱工法
・吹付断熱工法

使
用
断
熱
材

・発泡プラスチック系断熱材（ボード状）の使
用が一般的。

・フェルト状又はボード状の繊維系断熱材が一
般的。現場発泡断熱材の使用も可能。

工
法
概
要

・基礎の外側又は内側に断熱材を接着剤、コン
クリート釘等により固定する。外側施工の場
合は、モルタルま又は乾式外装材にて仕上げ
る。

・床下空間を室内同等の温度環境とみなすため、
床下換気口は塞ぎます。そのため、床下空間
内部での湿度管理上、地盤からの水蒸気侵入
に対する措置として地盤防湿を適確に行いま
す。

・既存床材はそのままとし、床下に潜り込んで
断熱材を根太間、大引間に充填した後、受け
材を設置して断熱材を固定する。

・既存床材を撤去する場合は、新築時と同様の
方法で施工する。

留
意
事
項

・白蟻発生の恐れのある地域では、内張断熱と
するほか、防蟻対策を施すこと。

・充填断熱工法の場合、断熱材の落下防止、垂
れ下がり防止のため、押さえ材などで断熱材
を固定すること。

・断熱材と根太、大引との間に隙間が生じない
ようにすること。

・床下換気を十分に確保すること。
・床下地盤面の防湿措置が適切であること。
・床と外壁、間仕切り壁との取合い部の壁下部

には、気流止めを設置すること。

（２）床・基礎の断熱リフォーム
床 ･ 基礎の断熱リフォームは、床面で改修する床断熱の方法と、床下空間を熱的に室内として扱う

基礎断熱の方法があります。
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表 8.1.2 外壁断熱リフォームの概要と留意事項
外壁断熱

工
法

・充填断熱工法
・吹込断熱工法

・外張断熱工法

使
用
断
熱
材

・フェルト状の繊維系断熱材が一般的。発泡プ
ラスチック系断熱材（ボード状）の使用も可
能。吹込断熱工法には、ばら状の繊維系断熱
材を用いる。

・発泡プラスチック系断熱材（ボード状）の使
用が一般的。

工
法
概
要

・外装を撤去して外側から断熱材を充填する場
合は、防湿層施工に留意するとともに、外気
側には通気層を設置する。

・内装を撤去して室内側から断熱材を充填する
場合は、防湿施工を適切に行いやすいが、通
気層の設置が困難なことが多い。

・吹込断熱工法は、内外装材を撤去せずにばら
状断熱材を注入施工できる。ただし、防湿層、
通気層を適切に施工することが困難な場合が
ある。

・既存の外装材を撤去する場合は、新築時と同
様の方法で施工する。

・既存の外装がモルタル仕上げなどの場合は、
外装材を撤去せずに断熱材、外装下地材を釘
等で柱、間柱に固定する。

留
意
事
項

・充填断熱工法、吹込断熱工法ともに、防湿層、
通気層の適切な施工が困難な場合は、内部結
露発生の恐れがある。特に、寒冷地及び断熱
材の外側に構造用合板など湿気を通しにくい
材料がある場合は、内外装ともに撤去して新
築同様の方法で施工するか、外張断熱工法と
することが望ましい。

・既存の外装材の上に直接断熱材を張付ける場
合は、外装下地材を柱、間柱に適確に固定す
ること。

・防湿層、通気層の設置など、結露防止措置に留意すること。
・窓との取合い部など、額縁、サッシ枠まわりなどの調整をあらかじめ考慮しておくこと。
・屋根 ･ 天井部、床部が天井断熱、床断熱の場合は、外壁上下端部に気流止めを設置すること。

（３）外壁の断熱リフォーム
外壁における断熱リフォームは、壁内に断熱材を充填又は吹込む方法と壁の外側に断熱材を張り付

ける方法があります。



153153

第８章　断熱リフォーム

第
８
章

表 8.1.3 天井・屋根断熱リフォームの概要と留意事項
天井断熱 屋根断熱

工
法

・敷込断熱工法
・吹込断熱工法

・外張断熱工法 ・桁上断熱工法

使
用
断
熱
材

・繊維系断熱材の使用が一般的。 ・発泡プラスチック系断熱材（ボー
ド状）の使用が一般的。

・繊維系断熱材、及び発泡プラスチッ
ク系断熱材（ボード状）の使用が
一般的。

工
法
概
要

・天井材の上面に断熱材を敷込む又
は吹込み専用マシンを用いて敷設
する。天井材は撤去・新設するか、
天井材を既存のままとするか、い
ずれの方法もある。

・施工厚さの確保が困難な場合があ
るため設計時に十分検討する必要
がある。

・既存屋根材を撤去して野地板の上
面に施工する場合は、新築時と同
様の工事となる。

・鉄板瓦棒葺きなど一部の屋根葺き
材の場合は、既存屋根材の上面に
断熱することも可能。

・梁の上に合板等を敷き込み、その
上に断熱施工する。

留
意
事
項

・敷込断熱工法の場合は、吊木、野
縁まわりに隙間が生じないように
注意すること。

・吹込断熱工法の場合は、均一な高
さになるように施工すること。ま
た、天井材隙間から断熱材がこぼ
れないようにシートを敷設するな
どの対策が必要。

・小屋裏換気を十分に確保すること。
天井と外壁、間仕切り壁との取合
い部の壁上部には、気流止めを設
置すること。

・断熱厚さが 100mm 以上となる場
合は、新たに設ける屋根下地等は
既存垂木などに強固に固定するな
ど耐風圧強度に注意すること。

・小屋裏換気口は塞ぐ。
・屋根通気層を設置すること。
・屋根の断熱層と外壁の断熱層が連

続するように、断熱材を施工する
こと。

・軒桁部は、小屋裏換気用の通気口
を確保するために、せき板（合板、
段ボールなど）を設置する。

・小屋裏換気を十分に確保すること。
・桁上の断熱層と外壁の断熱層が連

続するように、断熱材を施工する
こと。

（４）天井・屋根の断熱リフォーム
天井 ･ 屋根における断熱リフォームは、天井面で断熱する方法と屋根面や桁上面で断熱する方法が

あります。
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１．２．窓の断熱リフォーム

（１）４つの方法
窓の断熱リフォームの方法には、４通りあります。外壁仕上げも含めた大掛かりなリフォームを実

施する際には、「サッシを交換」する方法が採用でき、外壁工事を行わない窓だけを断熱リフォームす
る場合は、「カバー工法によるサッシ交換」「内窓の追加設置」「ガラス交換」の方法があります。

１）サッシを交換
この方法は新築工事同様に工事を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 8.1.3 サッシの交換

２）カバー工法によるサッシ交換
この方法は既存サッシ枠を残して、その上にカバー工法専用

のサッシ枠を取り付ける方法です。既存サッシの形状によって
は採用できない場合がありますので事前確認が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 8.1.4 カバー工法によるサッシ交換

３）内窓の追加設置　
この方法は、既存サッシの内側に樹脂製の内窓専用のサッシを

取り付けて二重サッシ化します。既存サッシが引違窓や上げ下げ
窓、外開き窓などの場合に採用でき、内倒し窓など建具が室内側
に開くタイプの窓には適しません。

内窓を取り付ける額縁と内窓サッシとの間に隙間が生じないよ
うに注意が必要です。そのためには、事前の額縁サイズ現場調査
とそれに合わせた内窓サッシの制作がポイントとなりますので、
内窓サッシメーカーとの事前打ち合わせ、確認が重要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 8.1.5 内窓の追加設置

サッシ交換

内窓

サッシ枠カバー

サッシ建具は更新

既存サッシ枠はそのまま
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４）ガラス交換
この方法は最も手軽に行える断熱リフォームです。ガラスの

性能だけしか向上しませんので高性能化に限界があります。ま
た、建具は既存のままですので、サッシの気密性能も向上しま
せん。既存の単板ガラスと呼ばれている 1 枚板ガラスを複層ガ
ラスや複層の低放射ガラスに交換します。既存建具のガラス取
付溝に取り付け可能か事前の確認が必要で、通常は複層ガラス
にアタッチメントを取り付ける方法となります。その場合も、
ガラスが厚くなったことによって、開閉や網戸の取り付けなど
に支障がないか注意が必要です。複層ガラスで空気層を真空化
した「真空ガラス」は板厚が薄くて済みますので、アタッチメ
ント不要で取り付け可能な場合もあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 8.1.6 ガラスの交換

（２）取付け下地の強度
窓のリフォームは、内窓の追加、ガラスの多層化によってリフォーム前に比べて重量が増加します

ので、窓の下地にかかる荷重に対する注意が必要です。既存の窓下地の強度が不足している場合は、サッ
シが変形して建具の開閉に支障が生じるほか、気密性の低下、ガラスの破損、サッシと既存外壁まわ
りのシール切れによる漏水などの問題が生じることがあります。開口部下地が十分な強度を有してい
るか、設計図書、及び現地で事前に調査し、必要に応じて下地の補強を行うことが必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 8.1.7 取付け下地の強化

（３）防水性の確保
サッシを撤去・更新する場合は、既存外壁と更新したサッシの取合い部分の防水工事に不備が生じ、

雨水等の漏水が発生するケースが少なくありません。更新したサッシ枠と既存外壁との取合い部の防
水性確保に注意が必要です。

（参考）
ガラス1㎡当たりの重量
・単板ガラス（3 ㎜）：
　　約 7.5kg/ ㎡
・複層ガラス（3 ㎜× 2）：
　　約 15kg/ ㎡

間柱の本数不足

窓台の強度不足

窓台の中央部の垂下がり

脱落の恐れ
45㎜厚以上

45㎜厚以上

30㎜厚以上
ピッチは455㎜以下

ガラス交換

既存サッシ枠

既存サッシ建具
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１．３．住まい手への注意事項
断熱リフォームを行うと、住宅の性能が向上しますが、住まい手の生活が従来のままだと、逆にそ

のことが原因で問題が発生することがあります。計画の提案時に、リフォーム後の注意事項について
事前に説明します。

（１）気密性の向上に伴う注意
窓、及び壁など躯体の断熱リフォームを実施した場合、断熱性能の向上とともに気密性能も向上し

ます。リフォーム後も、例えば、開放型ストーブなどの暖房機器を従前通り使い続けると、室内空気
質の悪化や、今まで結露していなかった部分で結露が発生するなどの現象が生じる危険性があります。

断熱リフォーム実施に伴い、気密性能が向上することを住まい手に認識してもらうと共に、開放型
燃焼機器の使用と換気状況を確認のうえ、必要に応じて暖房計画、換気計画も併せて提案することが
望まれます。

（２）結露防止対策
窓や壁面での結露対策として、結露発生部分の断熱性能を向上させることがありますが、それだけ

では、十分とはいえません。

断熱強化した部分は、室内側表面温度が外気の影響を受けにくくなることにより、温度上昇する効
果があって結露しにくくなります。しかし、室内の水蒸気量（湿度）が変わらないとすると、当該部
分で結露していた水分が別の断熱性能の低い場所で、結露が発生することもあります。

特に、ガラスの断熱性能は壁等の躯体部分に比べて大きく劣りますので、顕著です。窓面が結露す
ることで、他の断熱性能が低く結露発生する危険性のある箇所（壁面の隅角部や外気に面した壁の家
具裏など）で今まで結露発生しなかった場合でも、窓ガラスやサッシの断熱性能を向上させることで、
結露が生じる危険性もあります。

結露の対策の基本は、室内湿度と温度を適切な状態に保ち、かつ、壁面や窓面の断熱性能が適切で
あることです。水蒸気の過剰な発生を抑えたり、適切な換気をすることも大切です。
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